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平成 24 年度終了 豆類振興事業助成金（試験研究）の成果概要 

 

１ 課題名  網走地方に適した早生小豆の生育特性の解明と育種強化 

２ 研究実施者 

   研究代表者  （地独）北海道立総合研究機構 農業研究本部  

十勝農業試験場研究部 豆類グループ  

主査（小豆菜豆）佐藤 仁 

   分担     （地独）北海道立総合研究機構 農業研究本部 

 北見農業試験場研究部 地域技術グループ 

           東京農業大学 生物産業学部 

３ 実施期間 平成２２年度～２４年度（３年間） 

４ 試験研究の成果概要 

（１）試験研究の目的 

気象条件の厳しい網走地方において良質な小豆を安定生産するためには、耐冷性や

落葉病抵抗性に加え、初霜回避が可能な安定して熟期が早い（早生性の）小豆品種の

育成が必要である。とくに小豆では、開花・着莢パターンに品種間差があり、収量性

や早生性と密接に関っている。 

そこで、斜網地区において安定して早生性を示す小豆の生育特性を明らかにするた

め、開花・着莢パターンと収量性・早生性の関係を解析する。それと並行して斜網地

区において早生で収量性の高い落葉病抵抗性の品種を育成するため現地選抜を行う。 

（２）実施計画、手法 

１）網走地方に適した早生小豆品種の特性解明（東京農大） 

供試材料：ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ（早生）、きたろまん（やや早生）、ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ（中生）、十育 159

号（平成 22 年）、十育 160 号（平成 23、24年）、4個体 2反復。 

調査項目：花ごとの開花日、開花数、着莢数、莢の成熟日、一莢内粒数、百粒重、粒

色等を調査。※登熟日数：開花から莢の成熟までの日数。 

２）網走地方向け早生多収耐病性系統の選抜と育種強化（十勝農試、北見農試） 

供試材料：網走向け早生多収耐病性が期待できる系統 

比較品種：ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ、きたろまん、ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ 

[十勝農試] 網走地方において早生が期待できる初期集団(F2～F4世代、各 3～9集団)

について、十勝農試輪作圃・耐冷性現地(大樹町)・落葉病抵抗性(レース１)選抜圃に

て選抜する。 

[北見農試] ①中期世代系統選抜試験；斜網地区において早生性、耐冷性、外観品質に

ついて選抜する。F4・F5世代 3～8組合せ約 250系統供試。1系統 1.5㎡。②中期世代

系統の小規模生産力試験；網走沿海の斜網地区と網走内陸の北見農試の 2箇所で早生

性、収量性、外観品質について検定する。F6世代 3～8組合せ 30～40系統供試。1区 3.0

㎡、2反復。③斜網地区向け系統適応性検定試験(網走市)；網走地方向けの早生十系系

統について生産力を検定する。十育及び十系約 15系統供試。1区 6.0㎡、2反復。 
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（３）成果の概要 

１) 網走地方に適した早生小豆品種の特性解明 

・平成 22年に供試した「十育 159号」は、開花・着莢期間の終期が早かったものの、夏

季高温に経過したため、早生-中生品種間の成熟期差がほとんど見られなかった（表 1）。 

・平成 23、24年に供試した「十育 160号」は、開花・着莢期間の終期が最も早く、平均

登熟日数が最も短かった（表 1、図 1、2）。 

・小豆の早生性は、①開花・着莢期間の終期が早い、②登熟日数が短い、の 2つの特性

によることが明らかとなった。 

 

表1．網走市における開花・着莢特性

成熟期 開花数 着莢数 着莢率

日数 日数 (月日) (/個体) (/個体) (%)

十育159号 7/25 ～ 8/25 32 7/26 ～ 8/21 27 9/14 - 74.7 35.4 47.4

ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ 7/24 ～ 8/27 35 7/24 ～ 8/22 30 9/11 - 55.2 27.1 49.1

きたろまん 7/24 ～ 8/26 34 7/24 ～ 8/21 29 9/11 - 83.2 32.5 39.1

ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ 7/29 ～ 8/26 29 7/29 ～ 8/24 27 9/14 - 52.0 28.2 54.2

十育160号 7/28 ～ 8/28 32 7/28 ～ 8/18 22 9/18 33.0 56.8 27.5 48.4

ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ 7/29 ～ 8/31 34 7/29 ～ 8/18 21 9/16 33.8 94.0 35.4 37.7

きたろまん 7/29 ～ 9/1 35 7/29 ～ 8/19 22 9/20 34.9 79.4 29.5 37.2

ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ 7/29 ～ 9/1 35 7/29 ～ 8/23 26 9/26 35.8 64.5 24.6 38.1

十育160号 8/1 ～ 9/4 35 8/1 ～ 8/31 31 9/19 28.2 68.3 37.4 54.8

ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ 8/2 ～ 9/8 38 8/5 ～ 9/6 33 9/25 31.5 78.9 38.2 48.4

きたろまん 8/2 ～ 9/7 37 8/2 ～ 9/7 37 9/26 30.3 52.1 21.5 41.3

ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ 8/7 ～ 9/8 33 8/12 ～ 9/2 22 9/26 30.9 57.9 24.0 41.5
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図1．網走市における着莢数の推移 (平成23年)．
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図2．網走市における莢の登熟日数の推移 (平成23年)．
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２) 網走地方向け早生多収耐病性系統の選抜と育種強化 

・初期世代集団の選抜では、3年間で延べ 60集団 132,108個体を供試し、耐病性、成熟

期、草姿等により 8,141個体を選抜した。中期世代系統の選抜では、3年間で 753系統

を供試し、成熟期・収量性の優れる 171系統を選抜した（表 2）。 

・中期世代（F6）系統の小規模生産力試験では、北見及び斜網地区において 3年間で各

106 系統の生産力を検定し、評価の優れる 20系統に十系番号を付した。 

・斜網地区向け系統適応性検定試験では、3年間で十育及び十系延べ 41系統を検定した。

このうち評価の優れた十系 1028 号（平成 22年）及び十系 1094号（平成 24年）をそれ

ぞれ十育 160 号及び十育 164号として、有望系統が選抜できた（表 3）。 

 

表2．網走地方向け組合せの初期・中期世代選抜試験の供試数及び選抜数

組合せ

数
供試数 選抜数

組合せ

数
供試数 選抜数

組合せ

数
供試数 選抜数

十勝農試輪作ほ - -　 -　 -　 -　 -　 2 4,128 467

耐冷性現地ほ 4 11,397 727 6 7,022 535 2 4,453 377

落葉病選抜ほ 4 12,195 696 2 3,344 293 5 9,547 932

計 8 23,592 1,423 8 10,366 828 9 18,128 1,776
十勝農試輪作ほ 1 2,575 165 2 5,745 228 2 2,750 101

耐冷性現地ほ 4 10,875 449 5 11,940 592 1 1,092 86

落葉病選抜ほ - -　 -　 1 2,020 164 -　 -　 -　

計 5 13,450 614 8 19,705 984 3 3,842 187
十勝農試輪作ほ 4 8,700 1,232 4 10,550 433 4 8,800 168

耐冷性現地ほ - -　 -　 -　 -　 -　 5 10,070 129

落葉病選抜ほ 1 2,200 244 1 2,705 120 -　 -　 -　

計 5 10,900 1,476 5 13,255 553 9 18,870 297

F5 東京農大（網走市） 8 241 14 3 230 26 7 282 131
注）H24のF5系統選抜にはF4世代2組合せを含む。
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表3．早生有望系統の塁年成績

（差） （㎝） (%) (g) （差） （㎝） (%) (g)

H23 2 57 101 12.6 -2 76 92 12.6
H24 1 49 95 12.0 -1 69 96 12.3

平均 1 53 98 12.3 -1 73 94 12.5
H23 1 53 108 15.1 0 74 99 15.7
H24 1 56 110 15.6 -1 68 100 13.3

平均 1 55 109 15.4 0 71 99 14.5
H23 9.20 63 360 13.9 9.09 84 375 14.4
H24 9.17 63 325 13.9 9.07 72 380 14.0

平均 9.19 63 343 13.9 9.08 78 378 14.2
H23 3 57 115 15.1 1 80 98 16.0
H24 3 58 117 15.1 3 72 109 14.0

平均 3 57 116 15.1 2 76 104 15.0
H23 6 67 113 13.1 3 82 93 13.3
H24 7 66 107 13.2 6 75 108 12.5

平均 6 66 111 13.1 5 79 101 12.9
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（４）今後の課題 

オホーツク地域と十勝地域における開花・着莢特性の差異、及び早生性と収量性の関

係を解明する必要があり、平成 25年開始の「オホーツク地域に適した早生耐冷性小豆品

種育成のための生育特性解明と選抜強化」の中で取り組む。また、オホーツク地域にお

いて安定した早生性と収量性を示す有望系統を育成するため、早生の開花・着莢特性を

備えた系統を現地選抜していく必要がある。 

（５）成果の波及効果 

斜網地区における早生の開花・着莢及び登熟特性が明らかになることにより、早生性

を備えた系統を効率的に選抜できるようになる。また、本課題の現地選抜試験において

育成された早生有望系統を品種化することにより、気象条件の厳しい地域における小豆

の安定生産に寄与する。 
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